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川越地区人口 

(R2.12 月末現在） 

男性 236 人(±0) 

女性 269 人(-1) 

 計 505 人(-1) 

世帯数 269(±0) 

65 歳以上人口 

男性 121 人 

女性 155 人 

  計 276 人 

高齢化率 

  54.65％ 

活動報告 R2.12.13（日） 
受講者 16名 

まちづくり協議会環境整備部では、12月 13日（日）午前、 

草刈機作業安全講習会を交流センターで実施しました。講師に島根

県中山間地域研究センター 大場寛文さんを招き、過去において実

際起こった草刈り作業中の事故例を参考に草刈り機の安全な使い

方を学びました。 

今後、地域のボランティア活動や農作業において、安全な作業を

行うためのポイントや草刈機の保守点検等について室内での座学

を中心とした講習会でした。 

 去る 12 月 19 日（土）恒例の「しめ縄つくり」を開催いたしま

した。 

 一般の方のご参加を頂き、少数の子供たちと交流をしながら楽

しく作製できたことと思います。ご協力いただきました皆様方に

心よりお礼申し上げます。 

 また、毎年の事ながら講師の青木義功様ご夫妻様には、当日の

ために様々な材料を用意していただき、素敵なしめ縄やクリスマ

スリースを作らせていただきました。川越の地域の中から様々な

物を採取され、利用できるように早くから準備頂いたおかげで、

この会が出来ます事を感謝し、厚くお礼申し上げます。ありがと

うございました。 

 今回も其々思い思いのしめ縄やクリスマスりースが完成し、皆

さんは楽しいクリスマスや新年を迎えられたことでしょう。 

しめ縄つくりに合わせて子ども読書会も行いました。 

環境整備部 

教育文化部 

参加者 子供 5名（小学生 4名、中学生 1名） 
       大人 20名 

読書会 

 

 

R2.12.19 

 今年度の「とんど祭り」は中止と

なりましたので、1月 20日（水） 

雲一つない晴天のもと交流センタ

ー（旧小学校）グラウンドにおいて、

しめ飾り等のお焚き上げを行いまし

た。 

当日は、三浦宮司さんにお越し

いただき、川越地区にとって良い年

となるよう地域の安全と健康を祈

願していただきました。 

開催日：令和３年１月２１日（木） 

開催場所：川尾毛地域コミュニティ交流センターグラウンド 

参加者数：14人                        

成績（３ラウンド 24ホール）   敬称略 

  優  勝  中曽 和雄  55打（HO2）    

  準優勝  小笠原 弘  58打（HO1） 

  第 3位  加藤   哲  58打（HO1） 

  第 4位  反田 正之  59打（HO1） 

  第 5位  楸   卓朗  59打（HO0） 

 厳しい寒さの時期ですが、当初予定日を二日間延期して何とか開催いたし

ました。少人数の参加者でしたが、ハイレベルの接戦となりました。 

情報提供 

川越グラウンドゴルフ協会 

             加藤 哲さん 
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そ
も
そ
も
「
節
分
」
と
は
、
各
季
節
の
始
ま
り
で
あ
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立
春
・
立
夏
、
立
秋
・
立
冬
の
前
日
の
事
を
指
し
て
い
ま

し
た
。
現
在
は
、
立
春
（
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年
は
二
月
三
日
）
の
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日
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「
節
分
」
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れ
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な
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は
、
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九
八
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）
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十
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ぶ
り
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四
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ぶ
り
だ

と
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ま
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【はつらつモデル地区とは」】 

 高齢者の交通事故防止を図るため、地域ぐるみで高齢者を交通事故から守る活動に取り組むものです。 

 自治会・まちづくり協議会や安全協会等の関係団体と連携し、家族や隣人、その他地域住民などが協力し合い、高齢者

が関与する交通事故の抑止を目指します。 

 江津警察署では、高齢者の特殊詐欺防止も併せて実施する予定です。 

【 活動内容 】 

   〇全高齢者の反射材着用運動 （反射材効果実験等の実施） 

   〇特殊詐欺被害防止運動 （特殊詐欺等の被害防止講習の実施） 

   〇高齢者宅への個別訪問指導による交通安全・防犯指導の強化 

   〇地域の高齢者を見守る安全意識の醸成   等々 

江津警察署より 

 今年度から、５か年の予定で、桜江地区において県のモデル事業となる「小さ

な拠点づくりモデル地区事業」を実施しております。 桜江 5 地区の協働によっ

て生活機能が維持・確保される仕組みをつくることで、住み続けられる地域を

実現します。 取り組みは、「さくらえ小さな拠点推進協議会」を中心に住民のみ

なさんの意見をもとに事業を実施します。 

意見集約、事業検証のためのアンケートにご協力ください。 

 

 配付対象： 各世帯の１８歳以上の方が対象です。 

 配付方法： １月末の地区広報誌を配布する時に配布します。 

 回収方法： 各自治会で異なりますので、各自治会長にお問合せ下さい。 

（アンケートの実施は今後、中間年度、最終年度を予定しております） 

 

                     みなさまのご協力をお願いします 

 

 

 

 開催日：２月１２日（金）  

受付時間：9：30～15：00 

    場所：川越交流センター（水の国） 

※時間に余裕を持ってお越しください 

 

 

 開催日：２月１１日（木・祝） ９：３0～１１：３０ 

   場  所：川越交流センター（水の国） 

   内容：食改の伝達講習 

EM菌効能 

エンバランスの紹介ほか 

みなさまのご協力

をお願いします 


